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1.  背景 
効率的にソフトウェアを改修するためにはド

キュメントとソースコードの対応が取れている

ことが重要である。しかし、ドキュメントがソ

フトウェアの仕様を表していないことがある[1]。 

ドキュメントとソースコードを同一ファイル

に記述する手法[2]や別々のファイルとして作成

されるドキュメントとソースコードの関連付け

を行う手法[3-5]が存在するが、ドキュメントと

ソースコードの双方を適切に更新していかなけ

れば記述内容の乖離が発生する。 

本論文では、ドキュメントを元にしてソース

コードを記述するのではなく、ドキュメントを

ソースコードとみなして実行することでソース

コードとの乖離を抑制する手法を提案する。具

体的には、プログラミング言語の知識を必要と

しない可読性の高い書式でドキュメントを規定

し、そのドキュメントに従って動作するアプリ

ケーションフレームワーク SLAF(Sourcecode-

less Application Framework)を提案する。この

手法によりソースコードの記述量が削減され、

ドキュメントとソースコードの乖離が抑制され

る。 

 

2.  提案手法 
本論文で提案する SLAF はオンラインリアルタ

イム処理を対象としており、画面遷移の定義、

ビジネスロジックの定義、永続化の定義でアプ

リケーションを構成する。 

 

2.1.  実現方式 
画面遷移は状態遷移表と画面テンプレートに

よって定義する。 

 

 

 

ビジネスロジックは「処理」と「例外処理」

を 1 行に記述することで定義する。「処理」に

はその概要を示す簡潔な文字列とパラメータを

記述し、「例外処理」には中断の有無とエラー

コードを記述する。これに反復と分岐を加えた

構文で曖昧さを排除した仕様を記述する。「処

理」は別のビジネスロジックでその詳細を記述

する。また「処理」は Java のメソッドにマッピ

ングすることができ、最終的には全てのビジネ

スロジックが Java のコードとして実行される。 

永続化はデータベースのテーブルと DTO(Data 

Transfer Object)のマッピングを定義し(図 2)、

定義に従って SQL 文を生成し永続化を行う。 

 

2.2.  バッチ処理への適用 
バッチ処理には画面遷移なく状態遷移表と画

面テンプレートが不要となる。これらの代わり

に並列に処理する単位を記述することでバッチ

処理に適用可能なバッチ型 SLAF も提案する。 

 

3.  評価 
提案手法の有効性を確認するため、商用利用

を前提としたインターネット・ドメイン名登録

管理システム(図 3)開発への適用を行った。 

 

#data_read

処理制御文

domain 情報取得

result

domain

object param

SRSDB

非存在確認 domain

#if 存在確認 In.domain.period

有効期限設定 In.domain 1

#end

#data_create domain 情報登録 SRSDB

error break

yes

 
図 1 シナリオの記述例 
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図 2 永続化層のマッピング記述例 
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図 3 適用対象のシステム構成 

 

表 1 ドキュメントとソースコードの比率 
 行数(千行) 割合(％) 

ドキュメント 60.1 87.2 

ソースコード 8.8 12.8 

 

表 2 従来のシステムとの記述量比較 (千行) 
 従来 提案手法 

C 18.0  - 

Java - 0.4  

ドキュメント - 3.5  

合計 18.0 3.9 

 

表 3 WHOIS の処理時間 (ミリ秒) 
従来 提案手法 

2 3 

 

表 4 バッチ処理時間 (秒) 
Java 提案手法 

168 201 

 

3.1.  ソースコード削減効果 
提案手法を適用して開発したシステム全体の

ドキュメントとソースコードの割合を表 1に示

す。Java のソースコードは全体の 12.8%に抑え

ることができた。 

表 2は同等機能の従来システムが存在する

WHOIS[7]サブシステムの記述を比較である。プ

ログラム規模が大幅に縮小されていること、ド

キュメントが 3500 行であるのに対してソースコ

ードが 400 行程度に抑えられることが確認でき

た。 

ソースコードを必要としたのはクライアント

から受信したデータをフレームワークの内部形

式へ変換する部分や DTO などであり、ビジネス

ロジックはソースコードを記述することなくシ

ステムを実現できている。 

 

3.2.  性能評価 
オンラインリアルタイム処理におけるレスポ

ンスタイムの比較を表 3に示す。比較に用いた

のは前述した WHOIS サブシステムである。有効

数字が小さくどの程度の差が生じているか判断

できないが、提案手法で性能低下が見られる。 

バッチ処理における処理時間の比較を表 4に

示す。比較に用いたのはデータベースから

ZONE[8]生成を行うサブシステムである。ただし、

従来のシステムを同一環境で評価できていない

ため同等処理を Java で記述した場合との比較を

行った結果である。提案手法で 20%程度の性能低

下が見られる。 

 

4.  まとめ 
本論文ではドキュメントをソースコードとみ

なして実行する手法の提案とその評価について

報告した。 

提案手法を適用することで性能は劣化したが、

ソースコードを大幅に削減可能でありドキュメ

ントとソースコードの二重管理から開放される

ことが期待できる。 

今後はリフレクションで実現しているビジネ

スロジックの実行をコード生成に変えるなどし、

性能を向上する。 
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